
～変形性股関節症‥人工股関節置換術の場合 ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入院されている様々な障害の患者さんのリハビリの例をご紹介致します。 

入 院 
入院生活は大変だけど、今

回もよい出会いがあるとい

いな。 

術前や術後に歩行

分析（3次元歩行

解析）を行い、治

療効果の向上に活

かしています。 

術前 

歩行分析評価 手術前

の筋力や関節の角度を

測定します 

（リハビリ工学） 

術後（２日目） 

車いす乗車開始です。 

平行棒で歩行練習も始

めます 

2年前に手術した右足は体
重が乗り、歩き方もよくな
りました。良かった！ 

 
毎週の総回診（医師、看護師、療法士、薬剤師、ソーシ

ャルワーカー等）では、おひとりおひとりの回復やリハ

ビリ状況を確認しながらチーム医療を心がけています。 

 

術後（3週目） 
外出の許可が出ます。 

水の浮力により効果的

な歩行練習ができます。 

人工股関節置換術では、術後早期から歩行訓練を行うこ

とができます。 

リハビリは術後翌日からベッド上で開始し、歩行練習へ

とステップアップして行きます。 

両側変形股関節症の５０代女性のＡさんの場合。 

Ａさんは、３０代前半より腰痛や下肢に鈍重感があり、４０才頃から股関節に強い痛みを感じ、当院にて両側

変形股関節症と診断されました。人工股関節置換術を医師より勧められ、２年前に痛みが強かった右股関節の

人工関節手術を受け、復職しました。今回は左股関節の手術を受けもうすぐ退院です。Ａさんは手術後も自身

の脚で歩き続けたいと願っています。 
 

手術後（1日目） 

術後のベットサイドの

リハビリ 

 当院で人工股関節置換術を受けられる患者さん用のクリニカルパスを基に作成。 

手術は医師を信頼している

ので安心でした。術後の辛

い時、看護師さんが頼もし

いです。 

（スタッフコメント） （Aさんコメント） 

手 術 

術後（２週目） 
プールでの運動、杖歩
行開始です。 

術後(６週) 

退院 

ベッド上のリハビリから、

訓練室のリハビリが始りま

す。術後の痛みとはまだお

付合いです。 

 術後２週間で水中ウォーキ

ング開始します。水着を用意

してあります。 

外出許可が出て、久しぶ
りの自宅で気分転換しま
す。 

Ｔ字杖で屋外も歩けるよう

になりました。退院後は通院

と自宅での自主トレを行い、

復職します。 

理学療法のプール訓練  

T字杖1本で歩行が可能になればもうすぐ退院です。退

院前に外泊練習を行い、実生活に戻る準備を始めます。 

退院後の自主トレーニングが大切です。入院中に自主ト

レーニングの習得も行います。 

退院後1か月で医師の定期検診があり、理学療法で経過

のチェックを行います。 

 

歩行分析  

入院1週間～10日前 

（ＰＦＭ）  

医事科、栄養科、看護科、薬剤科、相談科より個別に患

者さんのお話を伺ったり、病院からの連絡事項をお伝え

し、ムーズな入院生活をおくれるよう準備しておきます。 

 

※訓練メニューは個々の状況に合わせて異なります。 


